
患
者
だ
け
の
帰
国
な
の
で
、
船
内
生
活
、
舞
鶴
上
陸
、
宿
泊

手
続
中
も
平
穏
で
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
三
年
七
月
二
十
三
日
は
上
陸
記
念
日
と
し
て
忘
れ

ら
れ
な
い
。
米
軍
の
取
り
調
べ
が
三
十
分
程
あ
り
、
翌
朝
北
海

道
留
萌
市
に
向
け
列
車
に
乗
る
も
、
満
員
で
何
日
か
か
っ
て
着

い
た
か
わ
か
ら
な
い
程
だ
っ
た
。
途
中
、
父
親
に
迎
え
に
来
る

よ
う
電
報
を
打
つ
も
、
市
役
所
の
係
員
だ
け
だ
っ
た
。
事
情
を

聞
く
と
、
父
親
は
昭
和
二
十
一
年
二
月
十
八
日
に
死
亡
と
説
明

さ
れ
た
。
弟
も
海
軍
で
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
の
戦
闘
で
戦
死
。
三
人

家
族
で
泊
ま
る
家
が
な
く
、
係
員
も
復
員
の
た
め
住
宅
を
世
話

す
る
わ
け
に
い
か
ず
、
戦
前
勤
務
し
て
い
た
会
社
の
上
司
か
友

達
の
家
に
一
時
世
話
に
な
る
よ
う
に
言
わ
れ
、
冷
た
い
返
事
、

冷
た
い
役
人
と
腹
を
立
て
た
。

よ
し
今
に
見
て
ろ
、
軍
隊
生
活
と
抑
留
生
活
の
経
験
で
、
必

ず
ゼ
ロ
か
ら
出
発
し
て
立
ち
上
が
っ
て
見
せ
る
と
覚
悟
を
決
め
、

友
人
の
と
こ
ろ
に
世
話
に
な
り
な
が
ら
復
職
、
二
年
後
結
婚
。

妻
と
二
人
で
一
生
懸
命
に
働
き
、
無
事
定
年
を
迎
え
る
こ
と
が

出
来
た
。

妻
は
平
成
三
年
に
死
亡
す
る
も
、
息
子
と
孫
と
同
居
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
役
員
と
し
て
、
皆
さ
ん
と
共
に
ふ
れ
あ
い
を
も
っ
て

生
活
し
て
い
る
。

シ
ベ
リ
ア
抑
留
体
験
記
　 

千
葉
県
　
鈴
木
博
　 

私
は
大
正
二
ケ
タ
生
ま
れ
、
戦
争
末
期
に
死
線
を
く
ぐ
り
抜

け
、
戦
後
シ
ベ
リ
ア
に
強
制
抑
留
さ
れ
、
二
度
三
度
い
や
数
度

死
線
を
乗
り
越
え
て
き
た
。

私
は
昭
和
十
七
年
徴
集
、
昭
和
十
八
年
四
月
十
六
日
千
葉
県

東
葛
飾
郡
柏
東
部
第
一
〇
二
部
隊
第
四
航
空
教
育
隊
に
入
隊
、

四
ヵ
月
で
一
期
検
閲
終
了
後
、
満
州
遼
陽
第
二
〇
一
飛
行
場
大

隊
補
給
中
隊
軍
機
に
同
年
九
月
上
旬
転
属
、
南
満
州
昭
和
製
鋼

所
（
満
州
製
鉄
所
）
に
防
空
隊
と
し
て
任
務
に
着
き
、
鞍
山
第

二
航
空
司
令
部
貨
察
隊
碇
隊
に
転
属
、
昭
和
二
十
年
六
月
十
日

新
京
南
飛
行
場
に
転
進
。
こ
の
時
点
に
お
い
て
鞍
山
飛
行
場
に

同
属
の
独
立
飛
行
場
第
八
十
一
中
隊
と
合
流
、
二
十
年
八
月
五

日
付
に
て
湯
揚
子
羽
攻
撃
飛
行
隊
に
派
遣
さ
れ
、
八
月
十
日
湯



揚
子
飛
行
場
に
着
任
し
た
。
特
攻
隊
要
員
と
し
て
飛
行
機
、
重

軽
爆
撃
機
を
集
結
中
に
八
月
十
五
日
の
敗
戦
を
迎
え
た
。

八
月
末
に
鞍
山
市
内
旧
自
動
車
隊
の
三
角
兵
舎
に
い
た
。
ソ

連
軍
の
命
令
で
満
州
製
鉄
所
の
施
設
の
解
体
作
業
に
日
本
軍
隊

が
動
員
さ
れ
た
。
一
部
情
報
に
よ
れ
ば
満
州
製
鉄
所
従
業
員
、

特
に
満
人
に
ソ
連
軍
の
命
令
で
解
体
作
業
を
従
事
さ
せ
よ
う
と

し
た
が
、
何
十
年
と
製
鉄
所
に
働
い
て
き
た
人
達
は
、
そ
の
解

体
作
業
に
は
殺
さ
れ
て
も
参
加
し
な
い
と
作
業
に
出
て
来
な
か
っ

た
。
止
む
を
得
ず
在
鞍
部
隊
に
要
請
、
い
や
強
制
的
に
命
令
し

て
、
朝
に
夕
べ
に
星
を
見
な
が
ら
朝
六
時
か
ら
夕
方
六
時
ま
で

ソ
連
兵
が
マ
ン
ド
リ
ン
銃
（
自
動
小
銃
）
を
肩
か
ら
ぶ
ら
下
げ

て
の
監
視
付
き
で
労
働
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
機
材
は
満
鉄
の
船
舶

で
ソ
連
へ
ど
ん
ど
ん
運
搬
さ
れ
、
短
期
間
に
終
わ
ら
せ
る
た
め

に
○
○
工
場
は
何
万
と
か
懸
賞
金
を
懸
け
て
い
た
が
、
そ
の
お

金
は
製
鉄
所
本
社
の
金
庫
を
占
拠
し
て
支
払
っ
て
い
た
そ
う
だ
。

九
月
半
ば
ま
で
に
解
体
作
業
は
終
わ
り
、
製
鉄
所
幹
部
社
宅

一
三
〇
戸
の
警
戒
に
将
校
以
下
十
三
人
、
私
も
そ
の
一
人
と
し

て
社
宅
内
に
起
居
し
て
警
戒
任
務
に
就
き
、
十
月
上
旬
に
大
宮

中
学
校
に
集
結
し
て
、
十
月
十
二
日
午
後
富
士
見
小
学
校
に
集

合
、
シ
ベ
リ
ア
行
き
が
編
成
さ
れ
た
。

夕
方
鞍
山
駅
出
発
、
私
達
は
名
前
を
呼
ば
れ
ず
編
成
も
れ
で

あ
っ
た
。
曹
長
以
下
下
士
官
三
十
人
、
兵
六
人
ポ
ツ
ン
と
あ
と

に
残
り
一
晩
富
士
見
小
学
校
に
泊
ま
っ
た
。
そ
の
時
、
八
路
軍

将
校
、
下
士
官
、
兵
十
数
人
が
部
屋
に
入
っ
て
来
た
。
私
達
は

物
音
に
眼
を
さ
ま
す
と
、
八
路
軍
の
一
人
が
「
皆
さ
ん
は
シ
ベ

リ
ア
へ
連
れ
て
行
か
れ
て
し
ま
う
か
ら
八
路
軍
へ
入
っ
て
く
だ

さ
い
、
優
遇
し
ま
す
か
ら
。
ま
た
日
本
の
兵
隊
さ
ん
が
大
勢
い

る
の
で
是
非
」
と
言
っ
て
帰
っ
て
行
っ
た
。
敗
戦
後
一
ヵ
月
足

ら
ず
で
我
々
は
す
で
に
強
制
労
働
に
従
事
し
て
い
た
の
だ
。
敗

戦
の
惨
め
さ
で
あ
る
。
十
月
に
入
り
逃
亡
す
る
者
も
あ
り
、
目

標
を
失
っ
た
船
の
航
海
と
同
じ
で
、
イ
ラ
ク
へ
行
く
と
か
い
ろ

い
ろ
な
情
報
が
飛
ん
だ
。
そ
れ
も
信
用
で
き
な
い
が
、
軍
人
が

行
か
な
け
れ
ば
一
般
人
、
俗
に
地
方
人
の
男
子
が
家
族
を
見
捨

て
て
行
か
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
私
達
若
い
者
は
独
身
と
若
さ

の
軍
人
の
誇
り
が
当
時
は
あ
っ
た
の
で
決
心
し
、
十
月
十
三
日

編
成
し
て
貨
車
に
乗
り
鞍
山
駅
を
出
発
し
た
。

ソ
連
軍
の
年
齢
層
は
十
代
か
ら
五
十
代
ま
で
、
老
若
混
じ
っ

た
人
間
構
成
だ
っ
た
。
貨
車
は
六
十
ト
ン
車
で
内
部
は
二
段
に



仕
切
り
、
床
板
中
央
部
を
直
径
三
十
セ
ン
チ
位
丸
く
切
り
抜
い

て
大
小
便
共
用
に
使
用
し
た
。
何
と
言
っ
て
も
シ
ベ
リ
ア
鉄
道

で
あ
る
。
夜
も
昼
も
走
る
。
走
行
中
は
扉
の
鍵
を
掛
け
て
し
ま

い
、
貨
車
ご
と
に
ソ
連
兵
が
自
動
小
銃
を
持
っ
て
警
戒
し
て
い

る
。
車
両
七
、
八
十
両
連
結
し
て
機
関
車
二
台
で
炊
事
車
も
連

結
し
て
い
る
。
駅
に
着
く
と
各
車
両
か
ら
食
事
を
受
領
に
行
っ

た
り
大
小
便
を
済
ま
せ
た
り
大
変
で
あ
る
。
右
側
に
バ
イ
カ
ル

湖
を
見
て
走
り
、
日
本
海
に
着
い
た
と
騒
い
だ
の
も
歩
哨
の
「

東
京
ダ
モ
イ
、
東
京
ダ
モ
イ
」
の
せ
い
だ
っ
た
か
。

二
十
日
ほ
ど
で
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
駅
に
夜
着
い
た
。
入
浴
と

の
伝
令
が
あ
り
一
同
待
機
し
て
、
身
軽
な
服
装
で
行
け
と
の
こ

と
で
間
も
な
く
着
い
た
が
行
列
で
、
そ
れ
も
屋
外
で
寒
く
、
身

震
い
し
な
が
ら
待
っ
た
。
よ
う
や
く
し
て
屋
内
に
入
り
、
入
浴

と
い
っ
て
も
シ
ャ
ワ
ー
式
で
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
て
い
る
と
身

体
中
が
か
ゆ
く
な
っ
て
来
て
手
拭
い
で
こ
す
る
と
垢
が
ボ
ロ
ボ

ロ
と
よ
じ
れ
落
ち
る
。
突
如
誰
か
の
「
あ
ま
り
強
く
こ
す
る
と

風
邪
を
ひ
く
ぞ
」
と
の
声
に
間
髪
を
入
れ
ず
に
「
あ
っ
そ
う
か
」

と
思
わ
ず
大
声
で
、
一
同
顔
を
見
合
わ
せ
た
。
何
日
ぶ
り
か
で

に
こ
り
と
笑
み
が
見
受
け
ら
れ
た
。
輸
送
列
車
の
食
事
で
は
満

腹
に
な
ら
な
い
が
、
貨
車
専
用
停
車
駅
に
着
く
と
ソ
連
人
の
牛

乳
フ
レ
プ
（
パ
ン
）

、
干
し
ア
ン
ズ
等
の
食
料
品
と
、
初
め
の

う
ち
は
捨
て
た
り
し
て
い
た
軍
足
、
シ
ャ
ツ
等
汚
れ
た
衣
類
で

も
物
々
交
換
で
き
た
。
鞍
山
出
発
時
に
新
し
い
毛
布
、
衣
類
等

多
量
に
持
っ
て
い
た
の
が
幸
い
し
た
。

先
勝
国
の
ソ
連
に
入
っ
て
も
物
資
不
足
が
目
立
っ
て
い
た
。

十
一
月
十
三
日
ウ
ズ
ベ
ク
共
和
国
タ
シ
ケ
ン
ト
駅
到
着
、
我
々

二
百
人
が
下
車
。
大
き
な
荷
物
を
背
負
い
、
ま
た
両
手
に
持
ち
、

薄
い
雪
解
け
の
道
路
を
自
動
小
銃
を
肩
に
掛
け
不
気
味
な
ソ
連

兵
に
警
戒
さ
れ
つ
つ
、
行
き
先
も
分
か
ら
ず
長
蛇
の
列
で
約
一

時
間
歩
き
、
途
中
二
、
三
回
休
憩
を
と
っ
て
着
い
た
所
が
仮
収

容
所
ら
し
く
、
門
か
ら
入
っ
て
や
れ
や
れ
と
思
っ
た
が
直
ぐ
に

屋
内
に
入
れ
ず
屋
外
に
待
機
。
や
が
て
日
が
暮
れ
て
皆
い
ら
い

ら
が
激
し
く
な
っ
て
来
た
時
漸
く
二
つ
の
部
屋
に
灯
が
つ
き
、

二
人
の
ソ
連
将
校
が
現
れ
、
二
人
ず
つ
荷
物
を
持
っ
て
検
査
が

終
わ
っ
た
順
序
に
舎
内
へ
入
る
行
程
と
分
か
っ
た
。
や
が
て
出

て
来
る
人
は
入
る
時
と
異
な
り
大
き
な
荷
物
が
没
収
さ
れ
、
半

分
以
下
に
減
ら
さ
れ
て
が
っ
く
り
し
な
が
ら
ぶ
つ
ぶ
つ
言
っ
て

舎
内
に
入
っ
て
行
く
。
束
の
間
、
さ
す
が
百
戦
の
勇
士
と
い
わ



ん
や
、
機
転
と
思
わ
れ
る
。
誰
か
が
外
で
順
番
を
待
つ
戦
友
に

「
荷
物
、
タ
バ
コ
、
靴
下
等
束
ね
て
お
い
て
は
駄
目
だ
。
没
収

さ
れ
る
か
ら
バ
ラ
に
し
て
お
け
」
と
叫
ん
だ
。
ま
た
、
特
に
貴

重
品
の
時
計
等
は
身
体
に
着
け
て
お
け
ば
外
套
の
上
か
ら
ポ
ン

ポ
ン
と
叩
く
だ
け
で
Ｏ
Ｋ
と
な
る
と
教
え
ら
れ
た
。
早
速
実
行

し
た
ら
没
収
品
も
少
な
く
済
ん
で
一
安
心
し
た
。
数
時
間
費
や

し
た
だ
ろ
う
か
、
全
部
終
わ
っ
て
夜
も
大
分
更
け
た
。
黒
パ
ン

と
ス
ー
プ
が
少
量
の
夕
食
で
あ
っ
た
。
次
に
ト
ラ
ッ
ク
に
便
乗

し
て
町
へ
入
浴
に
行
き
、
眠
り
に
つ
い
た
の
は
夜
明
け
間
近
で

あ
っ
た
。

収
容
所
の
位
置
は
高
い
所
に
位
置
し
て
い
る
ブ
ド
ウ
酒
工
場

の
建
設
用
地
ら
し
か
っ
た
。
数
日
経
過
し
た
あ
る
日
、
糧
秣
受

領
の
使
役
で
収
容
所
外
へ
出
た
。
建
設
機
械
等
が
あ
り
、
下
の

方
に
民
間
飛
行
場
が
見
え
、
ダ
グ
ラ
ス
旅
客
機
が
離
着
陸
し
て

い
た
。
収
容
所
周
囲
は
有
刺
鉄
線
を
張
り
巡
ら
し
、
四
隅
に
は

高
さ
三
メ
ー
ト
ル
位
の
望
楼
が
あ
り
、
昼
夜
ソ
連
兵
が
自
動
小

銃
で
監
視
し
て
い
た
。
約
四
週
間
ゴ
ロ
ゴ
ロ
毎
日
遊
ん
で
過
ご

し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
に
、
楽
し
み
な
三
回
の
食
事
も
、
初
め

の
う
ち
は
わ
れ
先
に
と
飯
盒
を
持
っ
て
行
っ
た
の
に
当
番
が
叫

ん
で
も
だ
ん
だ
ん
急
い
で
行
か
な
く
な
っ
て
き
た
。
や
が
て
原

因
が
分
か
っ
た
。
実
は
炊
事
場
の
大
平
釜
で
、
材
料
は
粟
の
日

本
で
言
え
ば
重
湯
と
お
粥
の
中
間
程
度
の
食
事
を
作
る
の
だ
が
、

炊
事
当
番
が
苦
労
し
て
平
均
に
分
け
る
つ
も
り
で
も
先
に
行
く

と
ど
う
し
て
も
最
初
は
水
分
が
多
く
な
り
、
後
に
な
る
程
濃
く

な
っ
て
く
る
の
で
な
る
べ
く
遅
く
貰
い
に
行
く
。
他
に
何
も
な

い
の
で
人
間
本
能
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

十
二
月
半
ば
頃
か
ら
建
設
前
の
土
方
作
業
が
始
ま
り
、
作
業

は
収
容
所
か
ら
十
二
、
三
分
の
場
所
で
、
我
々
の
前
に
ド
イ
ツ
、

イ
タ
リ
ア
人
が
作
業
し
て
い
た
と
聞
い
た
。
一
輪
車
で
土
を
数

十
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
地
点
に
運
ぶ
作
業
で
、
ソ
連
監
督
に
ブ
ィ

ス
ト
ラ
、
ブ
ィ
ス
ト
ラ
と
怒
鳴
ら
れ
作
業
に
従
事
し
た
。
三
週

間
ぐ
ら
い
続
け
て
い
る
う
ち
に
栄
養
失
調
者
が
日
一
日
と
増
加

し
て
き
た
。
病
名
は
黄
疸
で
、
病
気
に
か
か
っ
て
も
医
療
設
備

も
お
粗
末
で
、
重
病
人
は
街
の
病
院
へ
、
軽
い
病
人
は
入
室
と

な
っ
た
。

十
二
月
終
わ
り
に
技
術
を
持
っ
て
い
る
人
の
調
査
が
あ
り
、

通
訳
の
下
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
そ
の
書
類
提
出
後
四
、
五

日
し
た
あ
る
日
、
突
然
二
十
人
く
ら
い
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
名



前
を
呼
ば
れ
、
お
前
た
ち
は
移
動
だ
と
言
わ
れ
、
身
の
回
り
を

整
理
し
、
次
の
収
容
所
タ
シ
ケ
ン
ト
第
一
収
容
所
に
向
か
っ
た
。

こ
の
時
は
ト
ラ
ッ
ク
で
輸
送
さ
れ
、
二
、
三
日
過
ぎ
、
早
速
タ

シ
ケ
ン
ト
駅
付
近
の
機
関
庫
の
中
に
あ
る
機
関
車
の
全
修
理
を

行
っ
た
。
作
業
は
三
交
替
制
で
日
本
人
は
一
、
二
交
代
、
午
前

八
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
と
、
午
後
五
時
か
ら
午
前
一
時
ま
で
。

午
前
一
時
か
ら
朝
八
時
半
ま
で
は
ソ
連
人
。
勤
務
時
間
は
一
日

八
時
間
が
守
ら
れ
て
い
た
。

朝
六
時
三
十
分
集
合
、
出
発
は
七
時
、
作
業
場
に
向
か
っ
た
。

ソ
連
は
す
べ
て
国
営
で
あ
っ
た
。
日
本
人
は
ロ
シ
ア
人
グ
ル
ー

プ
に
配
属
さ
れ
た
が
、
技
術
は
ロ
シ
ア
人
の
方
が
劣
っ
て
い
た
。

し
ば
ら
く
し
て
ノ
ル
マ
と
実
績
が
パ
ー
セ
ン
ト
で
貼
り
出
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
一
収
容
所
は
約
二
千
人
く
ら
い
い
て
、

ソ
連
軍
司
令
部
が
近
く
に
あ
っ
た
。
衛
生
面
も
女
医
の
中
尉
、

大
尉
が
い
て
毎
朝
診
察
を
受
け
ら
れ
た
が
、
六
時
か
ら
の
診
察

は
検
温
で
、
体
温
三
十
八
度
未
満
な
ら
ば
作
業
に
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
栄
養
失
調
と
か
色
々
精
神
的
ハ
ン
デ
ィ
が

原
因
だ
と
思
う
が
、
神
経
痛
、
リ
ウ
マ
チ
等
の
人
は
熱
が
平
熱

の
た
め
休
ま
せ
て
も
ら
え
ず
、
大
分
苦
し
ん
で
い
た
。

二
十
一
年
七
月
頃
か
ら
第
一
収
容
所
に
も
民
主
運
動
教
育
が

始
ま
り
、
各
ラ
ー
ゲ
ル
か
ら
五
、
六
人
単
位
で
集
結
し
、
指
導

者
は
日
本
人
で
、

表
面
は
ソ
連
と
は
関
係
な
く
自
発
的
だ
と
言
っ

て
二
週
間
ぐ
ら
い
教
育
し
て
い
た
。
八
月
か
ら
は
教
育
を
受
け

た
人
達
が
幹
部
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
内
部
、
外
部
業
務
を
司
る

よ
う
に
な
っ
た
。
天
皇
制
反
対
、
反
動
分
子
摘
発
で
旧
将
校
等

は
集
会
の
壇
上
で
吊
る
し
上
げ
ら
れ
た
り
し
て
、
戦
前
の
制
度

が
一
八
〇
度
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
同
じ
日
本
人
同
士
で
情
け
な

く
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
中
三
年
間
自
由
を
束
縛
さ
れ
、
心
身
の
苦

悩
は
筆
舌
に
尽
く
し
難
く
、
希
望
も
目
的
も
な
い
暗
い
日
々
を

過
ご
し
た
。

い
つ
か
き
っ
と
帰
る
ん
だ
と
戦
友
同
士
励
ま
し
合
っ
て
生
き

て
き
た
。「
東
京
ダ
モ
イ
だ
」
と
言
わ
れ
、
喜
ば
し
て
お
い
て

実
は
第
一
収
容
所
か
ら
第
七
収
容
所
に
転
所
さ
せ
ら
れ
た
。
収

容
所
に
着
い
て
も
ダ
モ
イ
の
気
配
は
全
く
な
か
っ
た
。
囚
人
が

仕
事
を
し
て
い
た
煉
瓦
工
場
で
の
煉
瓦
作
り
の
重
労
働
を
約
半

年
ぐ
ら
い
さ
せ
ら
れ
た
。
毎
日
歯
を
食
い
し
ば
っ
て
、
帰
る
ま

で
は
と
働
い
た
。

や
が
て
二
十
三
年
夏
の
終
わ
り
で
あ
っ
た
。
疲
れ
て
収
容
所



に
帰
っ
て
来
た
ら
い
つ
も
と
雰
囲
気
が
違
っ
た
の
を
感
じ
た
。

や
は
り
ダ
モ
イ
だ
と
の
こ
と
で
収
容
所
内
が
身
の
回
り
の
整
理

を
始
め
た
。
翌
日
出
発
と
聞
か
さ
れ
た
が
、
床
に
入
り
周
囲
が

静
寂
に
な
っ
た
と
き
隣
に
寝
て
い
た
戦
友
が
「
今
度
は
本
当
ら

し
い
な
あ
」
と
話
す
と
、
皆
考
え
は
同
じ
よ
う
で
、
各
所
で
の

話
し
声
が
い
つ
も
と
違
っ
て
よ
い
感
じ
だ
っ
た
。
翌
日
貨
車
に

乗
せ
ら
れ
て
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス
ク
か
ら
シ
ベ
リ
ア
本
線
バ
イ
カ
ル

湖
森
林
地
帯
を
経
て
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
と
順
調
に
通
過
、
朝
早
く

ま
だ
外
は
暗
い
う
ち
に
貨
車
が
着
い
た
。
誰
か
が
「
ナ
ホ
ト
カ

に
着
い
た
ぞ
、
波
の
音
が
聞
こ
え
る
」
と
大
声
で
思
わ
ず
叫
ん

だ
。
夜
明
け
と
と
も
に
周
囲
を
見
る
と
間
違
い
な
く
ナ
ホ
ト
カ

収
容
所
で
あ
っ
た
。
漸
く
待
ち
に
待
っ
た
時
が
来
た
と
思
い
な

が
ら
も
、
乗
船
し
て
出
港
す
る
ま
で
は
と
嬉
し
さ
と
不
安
の
気

持
ち
が
交
錯
し
て
い
た
。

収
容
所
は
二
泊
三
日
位
で
数
ヵ
所
で
検
査
さ
れ
、
や
が
て
ナ

ホ
ト
カ
港
に
輸
送
船
が
入
港
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

後
で
分
か
っ
た
こ
と
だ
が
、
日
本
か
ら
引
揚
船
が
ナ
ホ
ト
カ
に

入
港
し
て
か
ら
出
発
す
る
ま
で
の
時
間
が
制
限
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
港
に
向
か
っ
て
歩
く
足
も
軽
く
、
引
揚
船

の
タ
ラ
ッ
プ
を
一
歩
一
歩
喜
び
を
か
み
し
め
て
上
っ
た
。
見
上

げ
れ
ば
目
の
先
に
懐
か
し
い
日
の
丸
が
は
た
め
い
て
い
る
。
こ

れ
程
日
の
丸
を
あ
り
が
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
船

上
の
人
と
な
り
船
も
出
発
し
た
。
ナ
ホ
ト
カ
港
の
付
近
に
は
仲

間
が
働
い
て
い
る
の
が
見
え
る
。
何
か
し
ら
慰
め
の
言
葉
を
か

け
て
や
り
た
い
気
持
ち
で
あ
っ
た
。
船
名
は
「
明
優
丸
」

、
貨

物
船
だ
っ
た
が
、
日
本
海
の
荒
波
を
乗
り
越
え
舞
鶴
港
へ
と
船

は
進
ん
だ
。

夜
、
無
事
に
舞
鶴
港
沖
合
に
到
着
。
翌
日
朝
も
や
の
中
、
人

員
点
呼
、
検
閲
も
終
わ
り
、
六
年
ぶ
り
に
見
る
日
本
。
舞
鶴
の

竹
藪
が
風
に
ゆ
れ
、
ま
た
黄
金
に
実
っ
た
稲
穂
、
天
然
色
に
輝

く
故
国
の
美
し
さ
に
、

生
き
て
帰
れ
て
よ
か
っ
た
と
感
無
量
だ
っ

た
。
喜
色
満
面
と
は
い
か
な
い
が
前
途
多
難
を
乗
り
越
え
て
こ

こ
に
祖
国
の
土
を
踏
ん
だ
の
だ
。
舞
鶴
で
諸
手
続
を
済
ま
せ
、

故
郷
へ
帰
り
、
両
親
、
家
族
、
親
戚
と
無
事
帰
っ
た
こ
と
を
語

り
合
い
、
祖
先
の
墓
参
り
を
済
ま
せ
、
心
を
新
た
に
出
発
を
誓
っ

た
。亡
き
戦
友
に
合
掌
。




